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となる｡これは勿論､惑星の運動についてのエネルギ
ー保存の式である｡
一般の大学の教科書にはコリオリの力と角運動量の
保存則は独立に説明されているが､両者はともに回転
が関係した現象であり､前者から後者を導くことができ
る｡確かに､両者を関係づけた物理の教科書 2)もごく
少数存在するが､それほど明確ではない｡
角運動量保存則の例としてはスケーターのスピンや､
回転椅子に座っての腕の屈伸を取り上げた教科書が
多い｡回転椅子上で鉄アレイを持った両手を広げて回
転している状態から腕を縮めると､回転椅子の回転が
速くなるのは角運動量の保存則には違いないが､回転
椅子と一緒に回転する座標系から見れば､腕を縮める
ことによって鉄アレイに働くコリオリの力から直観的に
説明できる｡
また､超新星爆発では星の中心部は内部に向かって
落下するので､コリオリの力のため角速度が大きくなり､
星の外層部は吹き飛ばされるので､回転と逆向きにコ
リオリの力が働き､中性子星のまわりにできる膨張星雲
の角速度は小さくなる｡
5.おわりに
最近､高校では物理は暗記科目と考えている生徒が
いるそうだが､それは受験のための物理では､現象の
間の関連性を教える余裕ないからだと思われる｡また
そのことが､高校の物理を無味乾燥で興味のないもの
にし､大学入学後まで引きずっているようである｡大学
での物理でも､講義時間数が少なく､困難なことでは
あるが､より工夫を凝らすことにより､難しいことを易し
く､さらに現象の間に関連性を持たせ､学生の興味を
引くような､̀暗記科目でない物理'の講義をすべきであ
ろう｡回転運動は難しいが､難しい故に独楽の運動な
どの面白い現象も多く､それをいかに易しく面白く教え
るかを工夫する必要があろう｡
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